
　当院は、緩和ケア病床20床
を含む計270床を有する鳥取
県西部地区の基幹病院です。
中規模な病院ではありますが、
鳥取県西部地域に必要な急性
期医療と２次救急医療、一般診

療を行うといった地域の中核病院としての必要機能を
有した上で、がん医療に特化した医療を提供すること
ができます。がん医療としては、外科治療、化学療法、放
射線治療といった集学的医療の提供が可能です。ま
た、今後の医療を支えていくべき人材として、研修医の
臨床研修、医学生の臨床実習、看護学生の看護実習な
ども積極的に受け入れています。平成30年には、病院
に隣接して医療連携センターを増築し、シミュレーショ
ンラボが充実しています。指導医としても研修医指導
を通じて、ともに成長していけると実感しています。

　初期臨床研修医１年目の萩原大護
と申します。
　当院で研修を始め、１か月が過ぎよ
うとしています。この１か月を通して感
じたことを伝えられればと思います。
　研修プログラムについては、臨床研

修担当の先生をはじめとして研修医のうちに経験すべきことがで
きるよう考えてくださっていると感じています。研修医の数は少な
いですが、少ないからこそまとまれている部分も実感しています。
また研修医一人一人が経験できる手技や症例も十分に得られて
いると感じています。
　スタッフ間の仲が良く、温かく落ち着いた環境が当院の大きな
魅力の一つであると思っております。指導医の先生には親身に温
かく指導していただいています。またスタッフの方々も明るく優し
く接していただき恵まれた環境で研修をさせていただいていま
す。新しく社会人になったばかりで手続きなどで不安もあります
が、事務の方々にも優しく対応していただいているので落ち着い
て研修を行うことができていると感じています。

　　　医師が医師としての人格を涵養し、将来専門とする分野にかかわらず、医学およ
び医療の果たすべき役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁に関わる負傷
または疾病に適切に対応できるよう、基本的な診療能力を身につける。

基本給／１年次 月額（税込）358，000円
　　　　２年次 月額（税込）387，000円
賞　与／１年次 年額（税込）232，700円
　　　　２年次 年額（税込）387，000円
手　当／通勤手当、超過勤務手当、
　　　　宿日直手当、特殊業務手当
勤務時間／8時30分～16時30分（７時間／日）（35

時間／週）
休　暇／週休２日制、有給休暇（年23日）
宿　舎／有（借り上げ宿舎、月額負担１万円程度）
保　険／健康保険、厚生年金、雇用保険、
　　　　労災保険

　採用予定人数／３人
　応募資格／令和７年（第119回）医師国家試験を受

験する者、または、既に医師国家試験
に合格している者で初期臨床研修を
希望する者。

　試 験日等／令和６年８月～９月予定
　　　　　　   ※詳細はホームページをご覧ください。
　応募連絡先／
　　独立行政法人国立病院機構米子医療センター
　　〒683-0006 鳥取県米子市車尾４-17-1
　　担 当／庶務班長　久保　博子
　　T E L／0859-33-7111　FAX／0859-34-1580
　E-mail／kubo.hiroko.sv@mail.hosp.go.jp

　開　設　年／昭和21年
　病　床　数／270床
　標　榜　科／24科
　総合内科、呼吸器内科、消化器内科、循環器内科、糖尿病・代
謝内科、血液・腫瘍内科、神経内科、肝臓内科、腎臓内科、小
児科、消化器外科、整形外科、胸部・乳腺外科、泌尿器科、婦
人科、眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテーション科、放射線
科、歯科口腔外科、麻酔科、緩和ケア内科、精神科、心療内科
（24科）
　医　師　数／38人（令和６年４月１日現在）
　指 導 医 数／26人（令和６年４月１日現在）
　外来患者数／１日平均 359.2人（令和５年度）
　入院患者数／１日平均 188.5人（令和５年度）

萩原　大護福木　昌治

1週～ 5週～ 9週～ 13週～ 17週～ 21週～ 25週～ 29週～33週～ 37週～ 41週～ 45週～

一
年
次

二
年
次

救急基礎
研修（４週）

地域医療
（４週）

産科婦人科
（４週）

救急救命科
（４週）

精神科
（４週）

内科24週(並行研修として一般外来４週を含む)
＋

並行研修として救急部門６週
救急医療（救急基礎研修4週含む）は２年間を通じて12週以上

救急医療（救急基礎研修４週含む）は２年間を通じて12週以上

自由選択（32週）

小児科４週
＋

救急部門２週

外科４週
＋

救急部門２週

待　遇 募集要項

初期臨床研修プログラム

目　　標

　　・内科24週、救急12週、外科４週、小児科４週、産婦人科４週（鳥取大学医
学部附属病院）、精神科４週（米子病院）、地域医療４週、一般外来４
週、など、必須の研修を満たした上で、残りの期間を自由選択科目にあ
て、研修医の自由な選択による研修を行う。

　　・各科専門指導医とともに、日当直を行いマンツーマンでの指導を受ける。
　　・協力病院、施設において短期間の研修を実施する。 

　　　当直時間：17時15分～翌８時30分
　　　翌日勤務：通常勤務（８時30分～16時30分）

特　　徴

年間研修計画

日当直回数 ２回／月Voice

独立行政法人国立病院機構
米子医療センター
独立行政法人国立病院機構
米子医療センター

FILE

08

研修医指導医
ふく  き まさはる はぎわら だい  ご

病院HPはこちら

〒683-0006 鳥取県米子市車尾４-17-１　TEL：0859-33-7111  FAX：0859-34-1580

病院の
特　徴

　政策医療における「がん」の専門医療施設としての高度医療の推進。また、病院群輪番制
病院（成人及び小児の第二次救急医療病院）、鳥取県唯一の献腎移植施設、がん診療連携拠
点病院に準じる病院、非血縁者間骨髄採取・移植施設、地域医療支援病院の指定を受けてお
り、鳥取県西部地域の中心的医療機関として地元医師会とも緊密に連携し地域医療に貢献

している。鳥取大学の関連病院として人事交流がある。初期臨床研修医を対象に国立病院機構本部および中
国四国グループ主催の研修会に参加することにより、他施設の研修医とともに指導医による研修会を通じレ
ベルアップを図ることができる。 

当院は急性期病院ですので、幅広い疾患に向き合うことで患者個々人に合った総合的な疾病の予
防・診断・治療のノウハウを習得できます。また、中規模病院の良さである診療科の垣根を超えた親
密かつ柔軟な指導が、受けられます。是非、当院での研修をお待ちしています。

医学生に向けて

16
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